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vol. 69 Shomei Tanteidan Tsu-shin

世界都市照明調査　in Melbourne
メルボルンは「住みやすい都市ランキング」で４年連続世界一

位に輝く、英国植民地時代の建築と現代の都市計画が調和した、

歴史とアートと自然に溢れる魅力的な街。その評価の素とは何

なのか。昼間だけでなく夜景の魅力にこだわる照明探偵団が、

初のオーストラリア調査を行ってきました。2014.11.11-11.15　　中村美寿々 + 峪田晴香　

（上）

南半球一の高さを誇る地上２８５ｍの展望台、 ユー

レカスカイデッキから見下ろしたメルボルン。

オフィスビルの窓明かりは多くが消え、 かつ立ち並

ぶビルに隠れて地上の光が見えないので、 中心街

は暗く感じられ、 島のようだ。 写真下でオレンジ色

に明るく零れるのは、 駅舎からの漏れ光。

■人々の暮らしをなぞる明かり
メルボルンの中心部は基板状に大通りが整備
され、州全体にとってのビジネス・観光の中
心地となっている。整然としたオフィスビル
の隣にビクトリア朝時代の建物が残り、その
合間に自然発生的な路地が続き、さらには現
代建築のファサードも共存していて、街並み
はさまざまな表情を見せる。
街が藍色になる時間に展望台からメルボルン
を見下ろしていると、窓明かりの消えたオフ
ィスビルを島のように取り残して、地上に光
が降りて拡がっていくように感じられた。人々
が帰る郊外へ続く道路とその先の街並みは、
澄んだ空気の先でキラキラとナトリウムラン
プの光が広がり、粒が揃ったその光は街路灯
が整備された街並みを容易に想起させた。
中心部の大通りと郊外につながる道路とで、
街路灯の色温度が明確に異なって計画されて
いることは俯瞰すると明らかで、人々が夜を
過ごす場所へ向かうほど、色温度が低くなっ
ていくようだった。

（下）

俯瞰すると、道路ごとの色温度の違いがよくわかる。

街路灯のピッチはそろっていて、 横断歩道や交差

点は周囲より明るい。

この照度のメリハリを街を歩いて確認してみると、

道路の結節点において、 周囲より高さの高いポー

ル灯が密に配置されていた。

（左）

ビクトリア期の面影を残すフリンダースストリート駅

の後ろには、 スカイデッキを有する超高層住宅ユー

レカタワー。 公共交通のトラムがレトロな車体で街

を縦横に走っていく。

新旧が共存するメルボルンらしい風景。



2   　照明探偵団通信 vol. 69

夜、 賑わいを増す路地。 狭さを生かしたカテナリー照明が頭上に

架かり、 路面は 15～ 30lx 程度と意外と明るい。 光源はLED。

大通りは公共のトラムが交通の中心のため道に車が少なく、 行きかう歩行者で賑わう。

広い空から降り注ぐ昼光と、 整備された街路樹の緑が、 その活気を包み込む。 アーケード脇のベンチには、 アートのような明かり。

空が遠く感じる狭い路地は、 カラフルなパブリックアートが壁を埋める。 密集したカフェテーブルの間を抜けると、 １９世紀そのままの

端正なアーケードへ。 路地では、 大通りの明け透けな昼光とは違って、 柔らかで色彩のある光が満ちていた。

ポール灯の白い光で照らされた車道には人も少なく、 その広さも

手伝って、 昼間と異なる静かな印象。 歩道側に光が溜まる。

メルボルンの街の軸となる大通りでは必ず十
分な道幅の歩道が確保されており、公共のベ
ンチや通り沿いのカフェからのテーブルが置
かれ、ゆったりと滞留できる歩行者空間が続
いている。この広々した感覚や整然とした印
象に対し、大通りから浸透していくように街
のグリッドを埋める路地は、どこも両側をビ
ルに挟まれた狭い谷のような空間で、カフェ
や落書きで溢れたわくわくする場所だった。
オフィスアワーが終わる夜には、昼間ににぎ
わっていたビジネス街の大通りではなく、細
い路地が多くの人々でごった返す。大通りの
街路灯や街路樹ライトアップの光は色温度が
高く、木々の緑が映えていたが、カフェが連
なる路地ではナトリウムランプや電球色 LED
など色温度の低い光源が対称的に使用され、
メルボルンの人々はあたたかみのある光に集
って賑やかな夜を楽しんでいた。
オフィスビルや大通りから、路地裏やマーケ
ット、郊外の住宅街へと、夜には人々の活動
をなぞるように明るさの重心がヒューマンス
ケールの空間へと浸透し、色温度が明確に移
り変わっていく、メルボルンの街。
仲間と夜に集う場所を、ビジネス街の光とは
違う灯りで包もうという意識が、感じ取れる
ようであった。　　　　　　　　（中村美寿々）

色温度が計画されているのは道路だけではない。 控えめな近現代建築のファサード照明に対し、 １９世紀から残る建物の周囲は多くが

ライトアップされており、 そしてそのどれもが低い色温度で統一されて、 背景となるビルの窓明かりの白さから浮かび上がっていた。

空が暗くなるころには、 都心部のビル街の暗さと、 郊外のキラキラした明るさとの違いが、 より顕著に感じられた。 ビルのクラウン照明

やファサードライトアップは数か所しか見受けられず、 オフィスビルはビジネスに徹しているような潔さがあった。
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■ 24 時間都市
都市計画案では、“24 時間都市” というキー
ワードが挙げられている。24 時間都市という
と、いわゆる 煌々たる " 眠らない街” を思い
浮かべてしまうが、メルボルンは他の都市に
比べ比較的閉店時間が早く、輝度の強い照
明は見られない。
メルボルンが目指している 24 時間とは、夜
も街が人の生活の場であるべきということ
を基本に、夜間の安全性ということが考えら
れている照明環境だった。
人通りの多い大通りは、ポール灯では積極的
に明かりを取っていないようだ。閉店後も点
灯された店舗の照明や街路木のアップライト
で通りの明るさをつくることによって、深夜
帯でも街の活気の余韻を感じることができる。
その反面、人通りが少ないところでは、照明
器具によって夜の環境が考えられている。
開口部のない壁が面している人通りのない路地
には、下向き配光でしっかりと路面を照らし、
見通しを良くするといった機能的な安全灯。
暗がりになりやすい建物下の通路や通り抜け
では、 壁面や天井をウォッシュするなど面を
照らして明るさ感を感じさせたり、意匠的な
ポール灯やペンダント照明によって街の賑わ
いや華やかさを引き込むといった工夫が見ら
れた。単調になりやすいプロムナードや街外
れの通りには、 ひときわ明るく照らされたモ
ニュメントが一定間隔で置いてあり、 歩行を
リズム感あるものにしてくれる。
人の気配が感じられるような夜景を作り、安
心感を作る。それが人を街に誘い込み、人の
流れを作り、二次的に人通りの少ない場所を
減らし、夜でも回遊性を楽しむことができる
街にしている。
夜間人通りの一番多い、飲食店が並ぶスワン
ストン通りの歩道には、看板、庇下の照明が
連なり、ポール灯が木々の間に並ぶ。歩道の
店舗側は店舗の暖色系や看板など雑多な色の

■メルボルンを蘇らせた都市再生計画案
今では魅力的な都市と覚えられているメルボ
ルンの街も、35 年ほど前には戦後の郊外化に
よって衰退した街の例外ではなかった。
1978 年に地元の新聞、 The  Age に 「The　
empty useless centre ( 空 虚 で 機能してい
ない中心地）」と書かれるような、人を置き去
りにした街だった。そんな街から 2005 年に
同紙に 「Our revived urban heart has new 
beat （息を吹き返した都市の中心地）」 と言わ
れるような現在の街になったのは、1985 年
より始まった、一貫して歩行者を中心に置い
た都市計画によるものだ。
歩行空間の回遊性を高め、座って滞在できる
場所をつくり、人々が街に出て、街の中に生
活の接点を見つけられるようなパブリックス
ペースの充実が図られた。計画案は徹底した
フィールドワークが根底になっている。

芝生や木陰に自分の場所を見つけ ,思い思いに過ごす人々。 ドッグランにあるモニュメント。 子供達は思わず光で遊ばずに

はいられないようだ。

昼間の人通りが一番く、夜間は二番目に多いバーク通り。 　店舗軒先で 40ルクス、

木の下のベンチの顔面照度は 10ルクス程。 カテナリーやスポットライトに照らされ

た中央のトラムの路面で 20-40 ルクス程度。

昼は人通りが二番目に多く、 夜には一番多くなる、 スワンストン通り。 郊外のひときわ明るく照らされたモニュメント。

街の通り抜けに配慮した照明。 昼間だけでな

く、 夜間も街を自由に歩きまわれるように安

全な明るさ感が作られている。

スワンストン通り断面図
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■ 街を演出するカラー照明
街では二階以上のファサードの外観照明やカ
ラー照明は限られている。その大半は、商業
施設ではなく公共の施設や空間で、シンボリ
ックにその場所を演出しアクセントとなって
いる。街を歩いて見つけたカラー照明は大半
が青色だ。駅や議事堂、教会といった重厚な
建物がナトリウム色でファサードが照らされ
る中で、美術館や劇場、スタジアムなどの文
化施設や、高架線路や橋などが青色で照らさ
れて、対比して建物の持つ性格を際立たせて
いる。街路では、中華街は赤、ギリシャ人街
は青のポール灯、教会が並ぶコリン通りの東
側はピンクの街路樹アップライト、というよ
うにテーマカラーが通りにつき一色使われて
おり、碁盤の目に並ぶ通りを特徴づけていた。
街中にみられる通常時のカラーチェンジ照明
は、インジケータやゲートのように通りの両
脇に立つポール灯といった周辺環境の中で点
として見えるアクセント照明、そして周囲か
ら十分なセットバックがある観覧車、そして
広場くらいだった。文化施設のアトリウムや
広場には、プロジェクタースポットやムービ
ングスポット、カラーライティングがあり、
“フルカレンダー” といわれるイベントの街に
備えている。 人とカラー照明がふれあい、 舞
台照明のように、 人々のナイトライフを彩る。
こうした広場も、建物や木々に囲われて周辺
へ影響をほとんど及ぼさない。　カラーチェ
ンジは色の変化が周囲を照らさないものに限
られているようで、慎重に使われている印象
を受けた。文化施設の中でも、劇場の新旧問
わずインテリアにも共通点が見られた。入口
やロビーには赤色や金色の内装で、照明は黄
色のフィルターやアクリルカバーによってつ
くられた " 黄色” の光が使われていた。ファ
サードとインテリアが、青と赤・黄のコント
ラストによってアプローチを演出し、“特別な
夜” の気分を高めてくれるような感じだった。

■ 街の照明器具の意匠
ポール灯、ペンダント、ウォールスコンスの
デザインは大きくヴィクトリア調のもの、ク
ラッシックなもの、モダンなものに分類でき
る。それぞれの器具はパーツや仕上げ、ディ
テールの組み合わせパターンで出来ている。
ディテールを見ていくとモチーフに共通点を
見つけることが出来、面白い。 

（峪田晴香） 器具のスケッチ。

州立劇場。 ダウンライトのコーンは金色で、 スポットには黄色の

フィルターが取り付けられていた。

プリンセス劇場。 青色に照らされたファサードと、 マトリックス上の

白熱ランプのよって装飾されてた軒下が、 人々を出迎える。

時計台の下で、 通りの入口でゲートのように立つポール灯の色が

ゆっくりと変化する。

文化施設のオープンスペースに備えられた器具。カラーライトで演出された広場で夜の集まりを楽しむ人々。

光が軒下に溜まり、車道側はトラムの停留所
やポール灯の 6700K の白の光が、木々や路
面を照らしている。異なる光の性質によって
緩やかな二つの空間が通りにできているよう
に感じた。また、ポール灯の発光部が街路樹
にかぶっていることで、木々の緑を中から照
らしつつ、路面に木漏れ日のような影を落と
し、歩く人々に木々を感じさせている。

夜景に浮かび上がりつつも、 空のバッグランドな溶け込むような

青色。

スワンストン通りの歩道。 店舗側は人が行き来し、 車道側はベン

チや店舗のテーブルが並び、 人が留まる空間になっている。

バーク通り。 青白く照らされた通りの消失点にはナトリウム灯の

オレンジ色に照らされた州議事堂が見える。
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■川を抱く街の大らかさ
この都市で最後に忘れてはならない要素は、
街の中心を流れるヤラ川だろう。湾岸へと流
れ込むこの川に沿った中心街の対岸には、遊
歩道が整備されて劇場やショッピングモール
が立ち並び、その先には自然公園が広がって
いて、魅力的な親水空間が街全体にある。
この心地よい水辺の遊歩道で気になったのは、
“多機能ポール灯” に付けられた樹木ライトア
ップ用のスポットライトの眩しさである。水
景も樹木も美しい遊歩道のはずが、LED スポ
ットの眩しさばかりが目に入ってしまった。
総じてお手本のような照明計画が随所に見ら
れたメルボルンの街だったが、全体的な優等
生ぶりに対して、この遊歩道のように、配光
制御された照明の横で強烈に眩しい明かりが
同居していたり、屋内なのに屋外用の巨大な
器具がむき出しだったりと、時折見受けられ
た「大雑把な照明が突如設置されている」と
いう状況は、どことなくアンバランスな場面
として記憶に残っている。
ただし、眩しいフラッドライトが設置された
広場も、大振りのスポットライトが連なる美
術館の展示室も、器具に気を使っていないと
いうよりは、「光源が見えていることよりも対
象を照らす効果を重視している」という印象
を受けた。場所ごとの明かりを丁寧に設えよ
うとしながら、それを生み出すディテールに
は少し無頓着…どことなく、オージーな大ら
かさを感じたのは私たちだけだろうか。眩し
い投光器も、広々とした青空の下で日差しを
満喫している彼らにとっては、頭上から降り
注ぐ光が賑やかな居場所を示すものなのかも
しれない。

夜遅くまでにぎわうナイトマーケット （左） では降り注ぐナトリウムランプの光が眩しく、オレンジ色に包まれたテーブル面は 15～ 20lx 程度。

投光器で照らされた美術館の裏庭 （右） には、 光溜まりに呼び寄せられるように、 人々がグラスを片手に集いだす。

思いのほか海は近く、 ヤラ川が街へ続いている。 　川の北側 （写真右） が碁盤の目の中心街で、 対岸に比べビルが立ち並んでいる。

遊歩道沿いのポール灯自体は配光制御されており、 樹木を照らす眩しいスポットライ

トも演色性は高く、 照明器具をポールにまとめるという意匠性も計画的なのだが…。

投げかけられるフラッドライトで、 広場中央ま

で光が伸びる。地面は20～35lx程度と明るい。

気候の似た土地というのは、空も似ているのだろうか。

メルボルンの空は、 分節されている。

街中を走るトラムのための電線によって。

街でよく見かけたカテナリー照明は、 この電線ととても

よく似ていると思った。 カテナリーが張りめぐらされた

広場は、 星空のように人々を包む。

■街を流れるもの
メルボルンは海に囲まれた本土と気候が似て
いたから、イギリス人が好んで移り住んだ、
という。今回の数日の滞在中でも気温や天気
は変わりやすく、街の中心を流れるヤラ川が
海からの湿度を運んできているようだった。
そこにオーストラリアの自然と南半球の強い
日差しが加わって、メルボルンという街には、
街を満たす空気そのものがあらゆる要素の共
存を許容するような、そんな感覚がある。
街並みの新旧、大通りと路地、歩行者空間と
パブリックスペース、都市と自然…、共存し
ているさまざまな表情は夜になると、照明に
よってその個性を塗り分けられる。たとえば
計画的な色温度の違いやカラーライティング
によって、あるいは自然発生的な店舗の漏れ
光や大らかなフラッドライティングによって。
それらの個性は互いを打ち消しあうことなく
街に許容され、街に暮らす人々のための心地
よい光となっていた。人々の過ごす毎日を流
れるささやかな光が幾重にも積み重なって、
メルボルンという街の光を作り出しているよ
うに感じられた。　　　　　　   （中村美寿々）
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東京調査：戸越銀座
～商店と街の光～

2014.11.07　　　　　　　　　黄 思濛 + 岩田 昌大 + 畢 雲

全長約 1.3km に及ぶ戸越銀座商店街。戸越銀座商

店街の端から端までを一直線に歩き、3 つの連なる

商店街を大きな視点からそれぞれの商店街の光の特

徴を探った。

■３つの商店街を読み解く
　この 3 つの商店街は同様のゲートの看板や
街路灯があるにも関わらず、それぞれの印象は
様々であった。通過するだけでは気づきにくい
光の特徴を探る事で商店街の本質に迫る。
　商栄会の商店街には２種類の街路灯があり、
色温度の高い蛍光灯が点灯し、新設された電球
色の街路灯は消されていて残念であった。更に
この商店街の顔とも言えるゲートの看板照明も
消され、直下で 115lx と他の商店街よりも照
度は低い。ゲートをくぐるという経験はこの商
店街の特徴の一つであるので活かして欲しい所
だ。ここは店舗数よりも築年数の長い戸建て住
宅数が多いため、他の商店街よりは暗いが、明
るくするだけが全てではないので、照度の抑え
方や見せ方にも工夫が見られると、この場所の
良さが出てくると感じた。
　中央街は店舗が多く集まり中央には駅があ
る。コンビニやファーストフード店といった店
舗が多数あり、漏れ光と賑わいが道に溢れてい
るのが印象的であった。新設された個性的な形
状の街路灯や LED 化している店舗もあり照明
に対しては積極的な姿勢が見られた。時間帯に
よって明るさはさほど変わらず、光環境がたく
さんの人を捌く仕組みとして成功している印象
を受けた。
　銀六会の商店街は他の 2 つの商店街と大通り
を挟み分離している。電球色の街路灯で統一さ
れていて、店舗が閉店していても街路灯の光に
よって鉛直面に明るさ感が感じられ、住みたい
と思わせる魅力を持っていた。駅近という立地
に加えて、近年この地区で集合住宅の開発が進
んでいる事がそれを裏付けている。
　住宅街寄りで落ち着きを演出する商店街、賑
わいを作っていく商店街、今後開発が進んでい
く商店街、それぞれの特徴を引き立てる工夫が
出来れば、店舗と居住者と来訪者にとって居心
地の良い商店街になるだろう。　（岩田　昌大）

色温度の低い街路灯は消灯され寂しい印象

色温度の低い街路灯 閉店後の銀六会商店街

店が並ぶ商店街、 シンボルともなる戸越 GINZA の看板が暗い。

LED 化された店内の照明
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■店ごとの照明特徴
商店街を構成する基本単位は店であり、業種に
より、それぞれ店ごとの照明も特徴がある。
演色性を求めるため、白熱電球を使用している
花屋が多く見られる。ある意味「美」を扱う店
なので、配灯や取り付けなどは一定のこだわり
があると感じられた。比較的飲食店の照度と色
温度が低く、落ち着いた雰囲気を演出している
ようだ。うす暗い空間作り故に、隣テーブルの
客の様子が気にならず、プライベートが重視さ
れていると感じられた。一方、効率を求め、低
い演色性、高い色温度の蛍光灯を多く使用して
いる自転車屋には、赤やオレンジなどの鮮やか
さがなくなり、機械的な雰囲気が漂っている。
客のターゲット層にも関係が大きいと感じる
が、八百屋や雑貨店といった店などは高い色温
度（5000k 以上）の照明を好んで使う傾向が
ある。平均照度も高く、300lx を超えている店
もあった。それは商品をはっきり見せるための
結果だと考えられる。
これといった特徴がある照明を持つ店は少ない
が、照明について、全く考えていない訳でもな
いようだ。職種や客のターゲットが照明に強く
反映されていると感じる。白くて（色温度が高
い）明るければ（照度が高い）、照明としてよ
いという安易な発想は、まだまだ現状としてあ
るようだ。（畢　雲）

■商店街周辺の光環境
商店街が暖かい光で構成された心地良い空間だ
という事は分かったが、周辺の環境はどうなっ
ているのだろうか？商店街から一歩離れて垂直
に交わる通りに沿って歩いてみた。
右の写真を見ても分かるように明らかに商店街
の光は路地にはつながっていなかった。一歩外
れると暗闇の世界に入り込んだ様な感じだ。目
が明るさに慣れているため横道に入った瞬間は
目の前が真っ暗になる、とても安全とは言えな
い環境であった。所々に商店街のポール灯が 1
本だけ立っているが、ほとんどが 4500K の蛍
光灯が約 3.5 ｍの高さにそのまま取り付けてあ
るだけだった。住宅からの光はほとんど無く、
蛍光灯のまぶしさから逃げるように住宅の 2 階
はほとんどカーテンが閉め切られていて居住感
は全く無かった。商店街の光が暖かい 3000K
の光で包まれていただけに、横路地が通ってい
る箇所は闇の世界への入り口の様で気味が悪か
った。何かしら商店街から連続してくる光があ
れば全然違った形になっていただろう。
商店街の中は各組合の格差はあるものの、光は
統一されていて各要素の取り合いも上手く調和
していた。ただ商店街から一歩離れると光環境
が 180 度変わってしまい、商店街と周囲の境
界線が露になっていた。自治体が違うので計画
は難しいと思うが、地域に根付いた商店街なの
でもっと周囲を巻き込んだプランニングが出来
れば、と思った。　　　　　　　　　（黄　思濛）

商店街の断面スケッチ

商店街の明るさとの対比 中央街から伸びる道、 女性一人で歩くには危険

安易に明るくした結果

違う業種による店舗照明

必要以上明るい閉店後のクリーニング店
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ルートロンアスカ株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス ･ ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明　

パナソニック株式会社

ライトアンドリヒト株式会社

大光電機株式会社　

株式会社 YAMAGIWA

マックスレイ株式会社

DN ライティング株式会社　

東芝ライテック株式会社

コイズミ照明株式会社
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ルイスポールセン　ジャパン株式会社

湘南工作販売株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

山田照明株式会社　

株式会社 Modulex

三菱電機照明株式会社
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